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未来のために支え合おう
～新型コロナウイルス感染症に負けない！～
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　新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、クラ　新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、クラ
スター（集団感染）やオーバーシュート（爆発的患者スター（集団感染）やオーバーシュート（爆発的患者
急増）などこれまで耳に馴染みのなかった言葉が、連急増）などこれまで耳に馴染みのなかった言葉が、連
日ニュース番組で流れました。非常事態宣言の対象地日ニュース番組で流れました。非常事態宣言の対象地
域が日本全国に拡大され、いつもは利用者で賑わうニ域が日本全国に拡大され、いつもは利用者で賑わうニ
コリも休館となり、韮崎駅前も人がいない閑散としたコリも休館となり、韮崎駅前も人がいない閑散とした
日々が続きました。誰もがみんな、一生忘れることの日々が続きました。誰もがみんな、一生忘れることの
ない出来事でしょう。ない出来事でしょう。
　多くの人が不安を抱えて生活を送る中でしたが、「み　多くの人が不安を抱えて生活を送る中でしたが、「み
んなで力を合わせて乗り越えよう。未来のために支えんなで力を合わせて乗り越えよう。未来のために支え
合おう。」そんな想いが合おう。」そんな想いが募募

つのつの

る期間でもあったのではないる期間でもあったのではない
でしょうか。でしょうか。

未来のために支え合おう未来のために支え合おう
～新型コロナウイルス感染症に負けない！～～新型コロナウイルス感染症に負けない！～

　

市
内
５
つ
の
小
学
校
の
児
童
と

保
護
者
、
教
職
員
か
ら
、
韮
崎
市

立
病
院
の
医
療
従
事
者
へ
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
命
が
け
で
働
い
て
く
れ
て
感
謝

し
ま
す
」「
病
気
と
闘
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」「
体
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
た
く
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

韮
崎
市
立
病
院
の
医
療
従
事
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
医
療
現
場

の
現
状
を
知
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
い
。
読
む
と
元
気
が
出
て
、

い
っ
そ
う
仕
事
に
力
が
入
る
。」　

と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⬅
甘
利
小
学
校
か
ら

➡➡
韮
崎
北
西
小
学
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か
ら

韮
崎
北
西
小
学
校
か
ら
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北
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小
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か
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韮
崎
市
の
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
、
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
…

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
に
、
韮
崎
市
商
工
会

女
性
部
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
か
ら
、
マ
ス
ク
や
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

暖
か
い
ご
支
援
、
心
よ
り
感
謝
し

ま
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
な
ど

は
、
韮
崎
市
立
病
院
や
市
内
高
齢

者
施
設
、
小
中
学
校
、
児
童
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等

で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

⬆
株
式
会
社
　
サ
ン
．フ
ー
ズ
様

  

（
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
寄
贈
）

寄贈者名 寄贈品

韮崎市商工会女性部 さま 手作りマスク    310枚

韮崎交通安全協会
会長 豊田 泰長 さま 手作りマスク     20枚

ニッセー株式会社 さま PPフェイスシールド
1,500個

成島歯科医院 さま 子ども用マスク 300枚
匿名者 さま マスク        12,500枚
匿名者 さま レインコート　     5着

武田の里・サッカーのまち
韮崎親善大使  若尾 綾香 さま マスク　　   2,000枚

九洲貿易 さま マスク　　   1,000枚
CornerPocket MDK店
店長 海老原 洋子 さま 手作りマスク      60枚

株式会社 サン.フーズ さま 消毒用アルコール
600ℓ

有限会社 塚原塗装工業 さま マスク　　   5,000枚
富士山サクラリゾート
　　　　　　　合同会社 さま マスク　　   2,000枚

寄贈者一覧（R2.6.5 現在）

　縫布工房　高添 玲子 様からは、ニーラ用
の手作りマスクも寄贈していただきました。

ニーラにも手作りマスクを

　
遠
隔
授
業
を
実
施

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
小
学
校
等

が
長
期
間
、
臨
時
休
業
と
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
場
を
作
る
た
め
、

穂
坂
小
学
校
と
韮
崎
北
西
小
学

校
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
話

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
Ｍ
ｉ
ｃ

ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ

（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
チ
ー
ム
ス
）」

を
使
用
し
、
児
童
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
を
貸
出
し
、
同
時

双
方
向
型
の
遠
隔
授
業
を
試
行

し
ま
し
た
。
穂
坂
小
学
校
で
は
、

５
年
生
11
人
が
算
数
の
授
業
で
、

整
数
や
小
数
に
つ
い
て
学
び
、

韮
崎
北
西
小
学
校
で
は
、
５
年

生
26
人
が
社
会
の
授
業
で
世
界

の
国
々
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

児
童
た
ち
に
感
想
を
聞
く
と
、

「
久
し
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
の
友
だ

ち
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

声
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
け
ど
、
操
作
は
簡
単

に
で
き
る
し
、
画
面
も
見
や
す

か
っ
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば

や
っ
て
み
た
い
。」
と
好
評
で

し
た
。

　

今
後
、
市
の
教
育
委
員
会
で

は
、
災
害
や
感
染
症
の
発
生
時

に
よ
る
学
校
の
臨
時
休
業
等
の

緊
急
時
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
令
和
２
年
度
中
に
児
童
生

徒
１
人
に
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
用
意
す
る
な
ど
、
家
庭
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

⬆穂坂小学校（算数の授業）

⬆韮崎北西小学校（社会の授業）

寄贈者名 寄贈品
関東電設株式会社 さま マスク     2,500枚
内藤 ひかり さま 手作りマスク 21枚

縫布工房 高添 玲子 さま 手作りマスク 13枚

ニックス株式会社 さま フェイスシールド
100個

岩本 さま 手作りマスク
（子ども用）60枚

暖
か
い
ご
支
援
を

　
い
た
だ
き
ま
し
た



未来のために支え合おう

42020.7

特集

●にらちびフェスティバル 2020
●戦国ヒルクライム in 韮崎・甘利山
●サンライズヒル・穂坂ヤマケンカップ
●武田陣没将士供養会
　　　　  & 武田の里にらさき花火大会

●「
に
ら
メ
シ
」 

運
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
た
め
、
外
出
自
粛
が
求
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
外
食
を
控

え
、
自
宅
で
食
事
を
す
る
こ
と
が

増
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
に
よ
り
、

自
宅
で
地
元
の
味
を
楽
し
み
な
が

ら
、
来
客
が
減
少
し
て
い
る
飲
食

店
を
応
援
す
る
「
に
ら
メ
シ
」
運

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー

を
き
っ
か
け
に
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
お
店
や
行
き
た
か
っ
た
け

ど
な
か
な
か
行
け
な
か
っ
た
お
店

を
楽
し
む
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー

が
可
能
な
お
店
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
実
施
状
況
は
随
時
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接

お
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
燈と
う

燈と
う

無む

尽じ
ん

応
援
券

　

ろ
う
そ
く
１
本
の
小
さ
な
火
は

す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、

そ
の
火
が
周
り
の
た
く
さ
ん
の
ろ

う
そ
く
に
移
っ
て
い
け
ば
、
大
き

な
燈
火
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
一
人
ひ
と
り
の
支
援
が
広
が

っ
て
大
き
な
支
援
の
輪
と
な
る
よ

う
に
今
回
の
応
援
券
を
「
燈と

う

燈と
う

無む

尽じ
ん

応
援
券
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

応
援
券
に
は
20
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
が
付
い
て
い
て
、
お
得
に
お
店

の
味
が
楽
し
め
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
団
体
で
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

「
無
尽
パ
ッ
ク
方
式
」
と
個
人
で

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、「
商

品
券
方
式
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
も
行
っ
て
い
た
な
じ
み

の
お
店
や
お
気
に
入
り
の
お
店
を

応
援
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
お
求

め
く
だ
さ
い
。

販
売
は
令
和
２
年
７
月
31
日（
金
）

ま
で

※
販
売
店
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
随
時
更
新
し
ま
す
の
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。 見本見本

　新型コロナウイルス感染症は、長丁
場の対応が必要になると見込まれてい
るため、引き続き感染拡大防止に向け
て取り組んでいかなければなりません。
　市民の皆さんには、「新しい生活様
式」を日常生活に取り入れて、３密回
避や、人と人との距離の確保、マスク
の着用をはじめとする基本的な感染対
策の継続・徹底をお願いします。

韮崎市新型コロナウイルス感染症対策本部

あなたのために、みんなのために

新しい生活様式を
取り入れよう

イベント中止のお知らせ

　市民の皆さんや来場者、関係者の皆
さんの健康と安全を第一に考えて、中
止とさせていただきましたので、ご理
解をお願いします。来年度は開催でき
るよう、引き続き感染症の予防対策に
ご協力をよろしくお願いします。
　市主催・共催イベントの開催状況に
ついては、市ホームページで随時更新
しますのでご確認ください。

地
元
の
お
店
を
　
　

　
　
応
援
し
よ
う
！
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1010
万
円
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

万
円
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

◉
特
別
定
額
給
付
金

　

申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
、
期
限
ま
で
に
お
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

世
帯
主
宛
て
に
申
請
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
、
本
人
確
認
や
振
込
先

の
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
を

添
付
し
て
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　

令
和
２
年
８
月
20
日(

木
）

　

当
日
消
印
有
効

※
市
で
申
請
の
受
付
を
開
始
し 

　

て
か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
支
給
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

◉
韮
崎
市
小
規
模
事

　
業
者
応
援
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
市

内
で
店
舗
等
を
持
ち
事
業
を
行

う
「
が
ん
ば
る
小
規
模
事
業
者

の
皆
さ
ん
」
を
対
象
に
、
雇
用

の
維
持
と
事
業
継
続
を
応
援
す

る
た
め
、
応
援
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

小
規
模
事
業
者
の
方
は
、
お
早

め
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
住
居
用
建
物
の
中
に
事
業
所

が
あ
る
場
合
は
、
明
確
（
出

入
り
口
が
別
・
壁
等
が
設
置
）

に
分
か
れ
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
居
住
用
の
部

分
と
は
別
に
、
作
業
部
屋
等

が
あ
る
場
合
も
支
給
の
対
象

に
な
る
よ
う
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

■
申
請
期
限

　

令
和
２
年
７
月
31
日(

金
）

■
問
い
合
わ
せ

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
担
当

（
内
線
２
１
３
～
２
１
６
）

新型コロナウイルス感染症予防

のどが渇かなくても水分補給を！！
マスク着用による熱中症に注意！

■今年は特に「マスク着用時の熱中症」に 気をつけて
　コロナ対策でマスクを着けるとマスクの中の湿度が上がり、のどの渇きに気付きづ
らくなります。また、外出自粛の運動不足で体が汗をかきにくくなっていることも、
熱中症リスクが高まる要因につながります。

■部屋の中でも 熱中症の危険があります
　また、熱中症の発生場所は住居が最も多いこ
とから、クーラーの使用や換気による除湿をし
て、部屋が高温にならないよう注意しましょう。

新型コロナウイルス感染症対応の中で、熱中症による搬送者が増えないよう、
私たちが本来持っている免疫機能が働くように心がけましょう。
熱中症においては、「経口補水療法」による脱水への早めの対処が重要です。

　◎ 人混みを避けた散歩や、室内での軽い運動をする。
　◎ 睡眠をできるだけとり、３度の規則正しいバランスのとれた食事を心がける。
　◎ こまめに水分を摂る。　　　　　　 　　　　　《参考：教えて！「かくれ脱水」委員会》

水分補給

■問い合わせ　健康づくり課 健康増進担当
　　　　　　　☎ 23-4310

熱中症は室内で多く発生しています。
夜も注意が必要です。
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国保年金担当からのお知らせ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

に
係
る

　
　
　
　

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
定
程
度
収
入

が
下
が
る
な
ど
し
た
世
帯
に
対
し
、

国
民
健
康
保
険
税
を
減
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
相
談
・
申
請
は
、

市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
減
免
の
対
象
と
な
る
国
保
税

　

令
和
元
年
度
分
お
よ
び
令
和
２

年
度
分
の
国
保
税
で
あ
っ
て
、
令

和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
を

設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

前
年
の
収
入
等
が
わ
か
る
も
の

（Ａ）当該世帯の被保険者全員について
算定した保険税額

（Ｂ）世帯の主たる生計維持者の減少す
ることが見込まれる事業収入等に
係る前年の所得額（減少すること
が見込まれる事業収入等が 2 以上
ある場合はその合計額）

（Ｃ）被保険者の属する世帯の主たる生
計維持者および当該世帯に属する
全ての被保険者につき、算定した
前年の合計所得額

対象保険税額：（Ａ）×（Ｂ）/（Ｃ）

■ 対象保険税額の算出方法

対象世帯 減免割合

新型コロナウイルス感染症により、主たる生計
維持者が死亡しまたは重篤な傷病を負った世帯 保険税全額免除

新型コロナウイルス感染症により主たる生計
維持者の事業収入、不動産収入、山林収入ま
たは給与収入（以下「事業収入等」という。）
の減少が見込まれ、次の１から３までの全て
に該当する世帯

１．世帯の主たる生計維持者の事業収入等
のいずれかの減少額（保険金、損害賠
償等により補てんされるべき金額を控
除した額）が前年の当該事業収入等の
額の10分の３以上であること

２．世帯の主たる生計維持者の前年の合計
所得金額が1,000万円以下であること

３．減少することが見込まれる世帯の主た
る生計維持者の事業収入等に係る所得
以外の前年の所得の合計額が400万円
以下であること

前年の合計
所得額

減免割合
（Ｄ）

前年の合計所得に
かかわらず、事業
の廃止、失業

全部
（10 割）

300万円以下
全部

（10 割）

400万円以下 ８割

550万円以下 ６割

750万円以下 ４割

1,000万円以下 ２割

■ 減免額　対象保険税額 【（Ａ）×（Ｂ）/（Ｃ）】×減免割合（Ｄ）

（
確
定
申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
等

の
写
し
）
や
収
入
減
少
原
因
等
が

わ
か
る
も
の
（
退
職
証
明
書
、
廃

業
届
、
給
与
明
細
書
、
収
入
と
必

要
経
費
が
確
認
で
き
る
帳
簿
等
）

が
必
要
で
す
。

※
納
付
が
困
難
な
方
は
、
納
税
猶

　

予
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
保
険
料
の

　
免
除
申
請
は
お
済
み

　
で
す
か
？

　

保
険
料
免
除
の
申
請
年
度
は
７

月
か
ら
翌
年
６
月
の
一
年
間
と
な

っ
て
お
り
、
新
年
度
の
免
除
申
請

は
７
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
役
所
窓
口
、
年
金

事
務
所
窓
口
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

郵
送
の
い
ず
れ
か
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
納
付
や
免
除
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
未
納
期
間

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
早

め
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

　

日
本
年
金
機
構

　
　
　

竜
王
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
５ｰ

２
７
８ｰ

１
１
０
０

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
、

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除

　
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
収
入
源
と
な
る

業
務
の
喪
失
や
売
り
上
げ
の
減
少

な
ど
が
生
じ
て
、
所
得
が
相
当
程

度
ま
で
下
が
っ
た
場
合
は
、
臨
時

特
例
措
置
と
し
て
、
本
人
申
請
の

所
得
見
込
額
を
用
い
た
簡
単
な
手

続
き
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w

.
n

en
kin.go.jp/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
９
５
７
０ｰ

０
０
３ｰ

０
０
４

　

日
本
年
金
機
構

　
　
　

竜
王
年
金
事
務
所

☎
０
５
５ｰ

２
７
８ｰ

１
１
０
０
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Nirasaki広報にらさき

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、

事
業
主
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
方
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
、
ま
た
は
発
熱

等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
給
与
等
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
傷
病
手
当
金

を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必

ず
事
前
に
お
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

１
．
韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
の

　
　
　

被
保
険
者

　

２
．
お
勤
め
先
か
ら
給
与
等
の

　
　
　

支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

　

３
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
　
　

染
症
に
感
染
し
た
方
、
ま

　
　
　

た
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ

　
　
　

り
感
染
が
疑
わ
れ
、
療
養

　
　
　

の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ

　
　
　

と
が
で
き
な
か
っ
た
方

■
対
象
と
な
る
日
数

　

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
日

を
経
過
し
た
日
（
４
日
目
）
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

国
民
健
康
保
険
の
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

期
間
の
う
ち
、
就
労
を
予
定
し
て

い
た
日
数

■
支
給
額

　
（
直
近
の
継
続
し
た
３
か
月
間

の
給
与
収
入
の
合
計
額
÷
就
労
日

数
）×
３
分
の
２
×
日
数

※
た
だ
し
、
給
与
等
が
一
部
減
額

　

さ
れ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
場
合

　

や
、
休
業
補
償
等
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
る
場
合
は
、
支
給
額

　

が
減
額
さ
れ
た
り
支
給
さ
れ
な

　

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
支
給
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。

■
適
用
期
間

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
の
間
で
療
養
の
た
め
労
務
に

服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

■
申
請
方
法

　

申
請
書
の
ほ
か
、
医
師
の
意
見

書（
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
）

お
よ
び
事
業
主
の
証
明
書
が
必
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課 

国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

該当の
場合

はい

はい

はい

はい

令和 2 年 1 月 1 日から現在まで、韮崎市の国民健康保険に加入
している（加入していた期間がある）。

対象外
※加入している（いた）健康保険に
　お問い合わせください。

対象外
※傷病手当金は勤務先から給与等を
　支払われている方（被用者）が対
　象となります。

対象外
※連続した 3 日間（待期期間）の後
　の 4 日目以降が支給の対象となり
　ます。

原則対象外
※有給休暇などで給与等の支払いを
　受けている場合は支給対象外とな
　ります。

ただし給与等の日額が傷病手当金
の日額より少ない場合、差額が支
給されます。
詳しくは、国保年金担当までお問
い合わせください。

上記の 国民健康保険加入期間中、 勤務先から給与等の支払いを
受けていた（被用者だった）期間がある。

待期期間後、4 日目以降のお休みの期間に、給与等（有給休暇）
の支払いを受けていない。

「はい」（医療機関受診あり）の場合、以下の書類が
必要となります。

1. 国民健康保険傷病手当金支給申請書（世帯主用）
2.　　　　　　　〃　  　　　　（被保険者記入用）
3.　　　　　　　〃     　　　　   （事業主記入用）
4.　　　　　　　〃  　　　　　（医療機関記入用）

「いいえ」（医療機関受診なし）の場合、以下の書類が
必要となります。

1. 国民健康保険傷病手当金支給申請書（世帯主用）
2.　　　　　　　〃　　　 　　 （被保険者記入用）
3.　　　　　　　〃　　　　　　  （事業主記入用）

傷病手当金の支給対象の可能性があります。
申請前に国保年金担当へご連絡ください。

仕事をお休みされていた期間中、医療機関（帰国者・接触者外来）を受診していますか？

そのうち、新型コロナウイルス感染症に感染、または発熱等の
症状により感染が疑われたため、 連続して 3 日間（待期期間）、
仕事をお休みしていた期間（現在も休んでいる）がある。

傷病手当金の支給対象者となる方  傷病手当金の支給対象者となる方  
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国保年金担当からのお知らせ
　
﹁
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
﹂
を
、
７
月
中

旬
に
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

※
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
、
世

　

帯
主
で
す
。（
世
帯
主
が
社
会

　

保
険
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場

　

合
で
も
、
世
帯
内
に
国
保
加
入

　

者
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主

　

名
義
で
通
知
し
ま
す
。）

　

令
和
２
年
度
の
国
保
税
の
算
定

方
法
、
保
険
税
率
（
額
）・
限
度

額
は
、︻
表
１
︼・︻
表
２
︼
の
と

お
り
で
す
。

離
職
さ
れ
た
方
は
、

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど

で
離
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
前
年

の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と

し
て
所
得
割
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
生
活

課
国
保
年
金
担
当
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

 
国
民
健
康
保
険
税
額

国
民
健
康
保
険
税
額
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

国保加入者の所得に応じて計算
します。
（前年中の総所得金額－
 　基礎控除額33万円）※1×税率
※1 国保加入者ごとに計算します。

国
民
健
康
保
険
税
︵
年
税
額
︶

所得割

世帯内の国保加入者数に応じて
計算します。
世帯内加入者数×定額

均等割

１世帯あたりにいくらと計算し
ます。
１世帯×定額

平等割

＋

＋

【表１】国保税の算定方法

【表２】令和２年度の税率（額）・限度額

＝

所得割 均等割※2

（1人あたり）
平等割※2

（1世帯あたり） 賦課限度額

医療分 6.5% 21,800円 15,800円 630,000円

後期高齢者
支援金分 2.2% 7,300円 5,300円 190,000円

介護分※1 1.8% 8,200円 4,200円 170,000円

※１ 介護分は、40歳～64歳の方のみ
※２ 一定の所得以下の世帯は、均等割・平等割が最大7 割軽減されます。（申請は不要です。）

■
対
象
と
な
る
方

　

次
の
①
～
③
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
方

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

職
し
た
方

②
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

③
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
方
で
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の﹁
離
職
理
由
コ
ー
ド
﹂

が
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、

32
、
33
、
34
に
該
当
す
る
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑

有
効
期
限
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
に
発
行
し
て
い
る
﹁
限
度
額

適
用
認
定
証
﹂﹁
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
﹂
の
有
効

期
限
は
令
和
２
年
７
月
31
日
で
す
。

８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な
場

合
は
、
８
月
中
に
市
民
生
活
課
国

保
年
金
担
当
で
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
る
場
合
は
、
入
院
日

数
の
確
認
で
き
る
医
療
機
関
発

行
の
領
収
書
等
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
み
）

・
本
人
ま
た
は
同
居
の
方
以
外
か

ら
の
申
請
の
場
合
は
委
任
状

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

医
療
費
の
節
約
ポ
イ
ン
ト
！

　

日
頃
の
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り

方
な
ど
を
見
直
す
こ
と
で
、
支
払

う
医
療
費
が
節
約
で
き
ま
す
。

■
か
か
り
つ
け
医︵
薬
局
︶を
持
つ

　

紹
介
状
を
持
た
ず
に
大
病
院
を

受
診
す
る
と
、
一
部
負
担
金
に
加

え
定
額
負
担
金
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
の
開

業
医
な
ど
、
す
ぐ
受
診
で
き
る
、

か
か
り
つ
け
医
（
薬
局
）
を
持
つ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
休
日
・
夜
間
の
受
診
は
控
え
る

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関

は
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
の

た
め
の
も
の
で
、
医
療
費
も
高
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
時
以

外
は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
疾
患
で
、
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る
﹁
重
複
受
診
﹂
は
、

医
療
費
が
増
加
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
検
査
や
薬
が
重
複
す
る
こ
と

で
、
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
は
、
新
薬
と
同
等
の
効

果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
価
格
も

安
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
し
て
、
利
用
が

可
能
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
活
用
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
が
支
え
る
安
心
社
会
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後期高齢者医療

被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

75
歳
以
上
の
方
が
８
月
か
ら
お

使
い
い
た
だ
く
、
新
し
い
被
保
険

者
証
を
７
月
中
旬
か
ら
順
次
、
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
お
名

前
等
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
医
療

機
関
で
診
療
等
を
受
け
る
際
に
ご

提
示
く
だ
さ
い
（
現
在
お
使
い
の

被
保
険
者
証
は
、
８
月
以
降
お
使

い
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で

廃
棄
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　

ま
た
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
お
よ
び
限
度
額

適
用
認
定
証
も
、
８
月
１
日
よ
り

新
し
く
な
り
、
被
保
険
者
証
と
は

別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
（
前
年
度
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
今
年
度
も

適
用
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

手
続
き
を
し
な
く
て
も
引
き
続
き

交
付
さ
れ
ま
す
）。

※
新
規
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負

　

担
額
減
額
認
定
証
お
よ
び
限
度

　

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に

　

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　
保
険
料
の
算
定

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

各
被
保
険
者
の
前
年
中
の
所
得
に

基
づ
き
、
毎
年
７
月
に
算
定
さ
れ
、

７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
度
途
中
に
資
格
を
取
得
さ
れ
た

方
（
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方

や
転
入
さ
れ
た
方
等
）
へ
は
、
資

格
取
得
の
翌
月
に
通
知
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
保
険
料
率
は
、︻
図

１
︼
の
と
お
り
で
す
。

　
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

令
和
元
年
度
以
降
、
保
険
料
の

均
等
割
軽
減
特
例
が
段
階
的
に
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
保

険
証
に
同
封
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は︻
図
２
︼

の
と
お
り
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
﹁
特
別
徴
収
﹂
と
、
納
付
書

や
口
座
振
替
に
よ
る
﹁
普
通
徴
収
﹂

の
２
通
り
で
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●所得割　7.86％　　●均等割額　40,490円
●保険料賦課限度額　64万円

保険料額＝ 40,490 円＋（所得－ 33 万円）× 7.86％
　　　　　　（均等割額）　　　　 　 （所得割額）

新
し
い

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
はは
薄
紫
色

薄
紫
色

【図１】令和 2 年度の保険料率

【図２】納付方法

　
医
療
費
通
知

75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
の
お

知
ら
せ
（
医
療
費
通
知
）
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
は
年
３
回
、
発
送

し
て
い
ま
し
た
が
、
医
療
費
控
除

の
申
告
を
さ
れ
る
方
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
発
送
回
数
が
変
更
と

な
り
ま
す
。

●
昨
年
度
ま
で

　

７
月
・
11
月
・
２
月
の
年
度
中

３
回
発
送

●
今
年
度
か
ら

　

２
月
末
の
年
１
回
発
送

　
（
令
和
２
年
１
～
12
月
診
療
分

を
、
１
年
間
分
ま
と
め
て
令
和
３

年
２
月
末
に
発
送
し
ま
す
）

年６回の年金の定額払
いの際に、年金から保
険料があらかじめ差し
引かれます。４月から
保険料が天引きされて
いる方は、年間保険料
から４.６.８月に仮徴収
された金額を差し引い
て、残りを3回で割った
額が、10.12.２月に徴
収されます。

原則年金から天引き
（特別徴収）

年金額が
年額18万円未満

介護保険料と
後期高齢者医療保険料
の合算額が年金額の
２分の１を超える

いいえ

いいえ

は
い

は
い

年金から天引きで
なく、口座振替を
希望する場合

納付書・口座振替で
納付　　　　　　　 （普通徴収）

市から送られる納付
書で、期日までに指
定された金融機関等
で納めます。納期は、
７月～２月の８回で
す。口座振替月も同
月です。

 手続きが必要です。
〈持ち物〉
 ・振替口座の
　 預金通帳
 ・通帳の届出印
 ・キャッシュカード
 ・後期高齢者医療
 　被保険者証
〈受付窓口〉
 ・市民生活課
　 国保年金担当

■
問
い
合
わ
せ

・
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

・
税
務
収
納
課
収
納
推
進
担
当

　
　

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５ｰ

２
３
６ｰ

５
６
７
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
一

定
程
度
収
入
が
下
が
る
な
ど
し

た
世
帯
に
対
し
、
保
険
料
額
を

減
免
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
り
、
発
熱
等
の

症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
給
与
等
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
受
け
と
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
場
合
、
傷

病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
お
知
ら
せ
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介護保険料

介
護
保
険
料
の
決
ま
り
方
と
納
め
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

介
護
保
険
料
の
納
付
に
お
困
り
の
方
へ

介
護
保
険
料
の
納
付
に
お
困
り
の
方
へ

月 ８月・９月 10月・11月 12月・１月 ２月・３月

期 ３期 ４期 ５期 ６期

普通徴収 ８月31日(月) 11月2日(月) 12月25日(金) ３月1日(月)

特別徴収 ８月年金から天引き 10月年金から天引き 12月年金から天引き ２月年金から天引き

◆
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
額
通
知
書

　
等
を
発
送
し
ま
す

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
介
護
保
険
料
の
納

入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
額
通
知
書
等
を
７
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

今
回
の
通
知
書
は
、
住
民
税
額
の
確
定
に

伴
い
、
令
和
２
年
度
の
介
護
保
険
料
を
決
定

し
た
も
の
で
、
各
期
別
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
既
に
到
来
し
た
期
別
（
４
月
・
６
月
）

と
今
後
に
到
来
す
る
期
別
（
８
月
以
降
）
の

保
険
料
の
合
計
額
が
、
年
間
保
険
料
額
に
な

る
よ
う
に
調
整
し
て
い
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
方

●
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

65
歳
以
上
で
、
年
金
（
老
齢
・
退
職
年
金
、

障
害
年
金
、遺
族
年
金
）を
年
額
18
万
円
（
月

額
１
５
，０
０
０
円
）
以
上
受
給
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

※
８
月
の
徴
収
額
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
方

　

が
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
は
、
４
月
・
６

月
・
８
月
に
「
仮
徴
収
」、
10
月
・
12
月
・

翌
年
２
月
に
「
本
徴
収
」
と
し
て
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
収
入
の
変
動
な
ど
で

前
年
度
の
仮
徴
収
と
本
徴
収
額
の
差
が
著
し

い
場
合
に
は
、
10
月
以
降
の
保
険
料
が
均
等

に
な
る
よ
う
、
８
月
の
徴
収
額
を
変
更
し
て

い
ま
す
。(

特
別
徴
収
額
の
平
準
化
）

●
普
通
徴
収

　（
納
付
書
、
口
座
振
替
に
よ
る

　
納
付
）

　

年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
ら
れ

た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
、
年
金
が

年
額
18
万
円
（
月
額
１
５
，０
０

０
円
）
未
満
の
方
な
ど
が
対
象
で

す
。
納
付
書
に
よ
る
納
付
の
方
は
、

各
納
期
ま
で
に
取
扱
金
融
機
関
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

※
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

　

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納

　

め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
担
当

☎
２
３ｰ

４
３
１
３

 
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

【表1】 今後の納期

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減

　
少
さ
れ
た
方
な
ど
、
次
の
場

　
合
に
該
当
す
る
65
歳
以
上
の

　
方
を
対
象
に
、
介
護
保
険
料

　
を
全
額
ま
た
は
一
部
減
免
す

　
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
場
合

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
同
一
世
帯
の
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
（
１
ヶ
月

以
上
の
治
療
の
必
要
を
有
す

る
）
を
負
っ
た
場
合

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
同
一
世

帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
、

山
林
収
入
ま
た
は
給
与
収
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合

※
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
減
免
対
象
と
な
る
保
険
料

　

令
和
元
年
度
分
お
よ
び
令
和

２
年
度
分
の
介
護
保
険
料
で

あ
っ
て
、
令
和
２
年
２
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
普
通
徴
収
の
納
期
限

（
特
別
徴
収
の
場
合
は
、
特
別

徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
月
）

が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
対
象

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
担
当  

  

☎
２
３ｰ

４
３
１
３

　

税
務
収
納
課
収
納
推
進
担
当

（
内
線
１
６
３
〜
１
６
６)

【表】

ア

同一世帯の主たる生計者の令和2年の事業収入等
のいずれかの減少額（保険金、損害賠償等により
補填されるべき金額を控除した額）が令和元年の
当該事業収入等の10分の3以上であること。

イ
同一世帯の主たる生計者の減少が見込まれる事業
収入等に係る所得以外の令和元年の所得の合計が
400万円以下であること。

※②については次のアとイの両方を満たす場合に限ります。

所得段階
保険料（年額）

令和元年度 令和2年度

第1段階 23,100円 18,500円

第2段階 38,500円 30,800円

第3段階 44,700円 43,200円

☆所得段階が第 1 ～ 3 段階の方については、
　令和元年 10 月からの消費税増税に伴い、　
　介護保険料が【表 2】のとおり軽減されます。

【表2】 低所得者の保険料軽減強化

※第4～10段階の保険料に変更はありません。
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いきいき貯筋クラブ・おたすけ隊

伸ばそう健康寿命！

　市では、各地域の公民館において健康運動指導士の指導による『いきいき貯筋クラブ』を１地区６回コー
スで開催します。
　この教室では、転倒予防に必要な筋力・バランス能力・柔軟性等の体力維持向上を図ります。また、各地
区１回、口の健康について学ぶ「健口教室」と栄養について学ぶ「シルバークッキング教室」も併せて開催
します。身近な公民館で健康づくりができるチャンスです。皆さんで健康長寿を目指しましょう！
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場や日程の変更・中止をする場合があります。
　必要時、問い合わせ先までご連絡をお願いします。

■対　象　おおむね65歳以上の方
■内　容　体力測定（初回・第５～７回の中で１回）、健康体操、筋力向上運動 など
■時　間　9：30～11：30
■担当者　健康運動指導士・シニア健康サポーター・市保健師等
■持ち物・服装　水分補給ができるもの、体操ができる服装、室内用運動靴（韮崎Ａ・Ｂは不要）
　　　　　　　　※マスクの着用をお願いします。
　　　　　　　　※自宅で必ず体温を測り、発熱等体調に不安がある場合は、参加をご遠慮ください。
■申込み　不要です。直接会場へお越しください。
■問い合わせ 長寿介護課 介護予防担当　☎23-4313

【令和２年度 いきいき貯筋クラブ開催日一覧表】

※韮崎A：若宮公民館　　　　　　　　※韮崎B：韮崎市保健福祉センター（2階）
※都合の良い場所で参加可能です。　　※台風、雪等、荒天の場合は中止とします。
※　　　の日は「いきいき健口教室」として、口の健康について勉強します。
※　　　の日は「シルバークッキング教室」として、栄養について勉強します。（令和 2年度は調理実習は行わず講義の
　 みとします。）

『いきいき貯筋クラブ『いきいき貯筋クラブ（前期）（前期）』』ががスタートします！スタートします！

公民館名
開催日

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

韮崎A
7月6日 7月27日 8月24日 9月7日 9月28日 10月5日 10月26日 11月16日

月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

韮崎B
7月14日 7月28日 8月4日 8月25日 9月 8日 9月29日 10月13日 10月27日

火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日

藤井町
7月9日 7月30日 8月6日 8月27日 9月10日 9月24日 10月8日 10月22日

木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日

穴山町
7月20日 8月3日 8月17日 8月31日 9月14日 9月28日 10月12日 10月26日

月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

円野町
8月7日 8月21日 9月4日 9月18日 10月2日 10月16日 11月6日 11月20日

金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日

　

お
た
す
け
隊
は
主
に
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
に
訪
問
し
、

ゴ
ミ
出
し
や
調
理
な
ど
簡
単
な

家
事
支
援
を
行
う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

■
対
象
者

　

韮
崎
市
に
住
所
を
有
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
を
持
ち
、

事
業
の
趣
旨
に
賛
同
・
熱
意
を

持
っ
て
協
力
で
き
る
方

■
活
動
内
容

　

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
依
頼

を
受
け
た
対
象
者
宅
に
て
、
ゴ

ミ
出
し
・
話
し
相
手
・
散
歩
・

掃
除
・
買
い
物
（
同
行
不
可
）

等
を
行
い
ま
す
。

■
活
動
回
数

　

協
力
で
き
る
範
囲

■
活
動
費　

活
動
回
数
と
時
間

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他
　

　

お
た
す
け
隊
の
活
動
に
は
養

成
研
修
（
無
料
）
の
受
講
が
必

要
で
す
。
お
申
込
み
を
い
た
だ

い
た
方
に
、
追
っ
て
養
成
研
修

の
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
せ

　

韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２ｰ

６
９
４
４

あ
な
た
も

お
た
す
け
隊
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
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ひとり親家庭の皆さんへ
　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
育
て
て
い
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と

自
立
を
助
け
る
た
め
、「
児
童
扶

養
手
当
制
度
」「
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
制
度
も
受
給
資
格
者

　

と
し
て
あ
ら
か
じ
め
認
定
を
受

　

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
「
現
況
届
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提

出
期
限
は
、
８
月
31
日
（
月
）
で

す
。
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
支

給
停
止
中
の
方
も
）
は
書
類
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

11
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届
を
２

年
度
分
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

受
給
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。
な
お
、

７
月
以
降
に
新
規
申
請
さ
れ
た
方

は
、
今
年
の
現
況
届
の
提
出
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
母
ま
た
は
養
育
者
（
祖
父

母
な
ど
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
た
だ
し
、
請
求
者
お
よ
び
同

居
家
族
の
所
得
に
よ
っ
て
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
月

　

年
６
回
奇
数
月
（
２
か
月
分
）

※
手
当
の
支
給
開
始
は
、
申
請
書

　

を
提
出
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

　

と
な
り
ま
す
。

■
支
給
額

　

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変

動
に
応
じ
て
手
当
額
が
改
定
さ
れ

る
た
め
、
４
月

分
か
ら
下
記
の

表
の
と
お
り
に

な
り
ま
し
た
。

「
児
童
扶
養
手
当
」・

「
児
童
扶
養
手
当
」・

    

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
」
の
お
知
ら
せ

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
」
の
お
知
ら
せ

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
に

　
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成

を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
、
更

新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続

き
の
期
限
は
、
８
月
14
日
（
金
）

で
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
制
度
と
は

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
お
よ
び
児
童
が
、
医
療
保
険
に

よ
り
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け

た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担
金

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
支
給
要
件

・
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

　

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

　

親
で
あ
る
こ
と
。

・
申
請
者
が
市
内
に
住
民
登
録
さ

　

れ
て
い
る
こ
と
。

・
申
請
者
の
令
和
元
年
分
の
所
得

　

税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
扶
養
義
務
者
と
同
居
し
て
い
る

方
は
そ
の
方
に
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

で
も
、
所
得
税
法
の
一
部
改
正

（
16
歳
未
満
の
扶
養
控
除
廃
止

と
特
定
扶
養
親
族
の
範
囲
縮
小
）

が
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た

場
合
に
非
課
税
で
あ
れ
ば
受
給

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
５
・
１
７
９
）

　

大
学
や
高
等
学
校
に
入
進

学
す
る
際
に
は
、
入
学
金
・

授
業
料
の
ほ
か
、
施
設
設
備

費
や
制
服
代
な
ど
の
経
費
が

必
要
で
す
。

　

県
で
は
、
母
子
・
父
子
・

寡
婦
家
庭
の
お
子
さ
ん
の
入

進
学
に
必
要
な
資
金
計
画
に

つ
い
て
、
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

公
立
高
校
・
自
宅
通
学
の

場
合

○
修
学
資
金
　

　

月
額
２
７
，０
０
０
円

○
就
学
支
度
資
金

15
万
円

※
貸
付
に
は
審
査
が
あ
り
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
中
北
保
健
福
祉

事
務
所
福
祉
課

☎
０
５
５
１ｰ

２
３ｰ

３
４
４
３

お
子
さ
ん
の
入
進
学
に

必
要
な
資
金
計
画
は

お
済
み
で
す
か
？

母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の

母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の

　
　
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

　
　
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

母
子
・
父
子
・

寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
限
度
額
の
例

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

全部支給
（月額） 一部支給（月額）

第１子 43,160円 43,150円～10,180円

第２子 10,190円 10,180円～  5,100円

第３子
以降 6,110円 6,100円～  3,060円

【表】
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生活環境担当からのお知らせ

　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
と

し
て
、
段
ボ
ー
ル
を
回
収
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
段
ボ
ー
ル
の
中

に
は
、
見
分
け
に
く
く
、
ミ
ッ
ク

ス
紙
と
一
緒
に
出
し
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
回

は
、
段
ボ
ー
ル
の
見
分
け
方
に
つ

い
て
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
段
ボ
ー
ル
と
は

　

段
ボ
ー
ル
と
は
、
波
形
に
成
形

し
た
中
し
ん
原
紙
の
片
面
ま
た
は
、

両
面
に
ラ
イ
ナ
ー
を
張
り
合
わ
せ

た
も
の
で
、
次
の
４
種
類
が
あ
り

ま
す
。

■
段
ボ
ー
ル
の
種
類

①
片
面
段
ボ
ー
ル

（
１
枚
の
ラ
イ
ナ

ー
に
、
波
形
状
に

成
形
し
た
中
し
ん

原
紙
を
張
り
合
わ

せ
た
も
の
）

②
両
面
段
ボ
ー
ル

（
片
面
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
段
頂
に
、
ラ

イ
ナ
ー
を
張
り
合

わ
せ
た
も
の
）

③
複
両
面
段
ボ
ー
ル

（
両
面
段
ボ
ー
ル

の
片
側
に
、
片
面

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
段

頂
を
張
り
合
わ
せ

た
も
の
）

④
複
々
両
面
段
ボ
ー
ル

（
複
両
面
段
ボ
ー

ル
の
片
側
に
、
片

面
段
ボ
ー
ル
の
段

頂
を
張
り
合
わ
せ

た
も
の
）

★
イ
ラ
ス
ト
出
典

　

段
ボ
ー
ル
リ
サ
イ
ク
ル
協
議
会

　

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
も
の
も

小
さ
な
も
の
も
、
段
ボ
ー
ル
の
特

徴
で
あ
る
、
波
目
や
段
目
が
あ
る

場
合
は
、「
段
ボ
ー
ル
」
で
す
。

※
ボ
ー
ル
紙
と
段
ボ
ー
ル
の
見
分

　

け
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

が
、
ボ
ー
ル
紙
は
１
枚
の
紙
で
、

　

で
き
て
い
ま
す
。

〜
段
ボ
ー
ル
の
見
分
け
方
〜
編

　

ま
た
、
段
ボ
ー
ル
に
は
次
の
よ

う
な
段
ボ
ー
ル
マ
ー
ク
が
あ
り
ま

す(

表
示
が
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
）。
確
認
し
て
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
と
き

　
の
ポ
イ
ン
ト

★
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
出
す

　

場
合
は
、
必
ず
ひ
も
等
で
縛
っ

　

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
汚
れ
て
い
る
も
の
は
、
可
燃
ご

　

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
拠
点
リ
サ
イ
ク
ル
会
場

　（
市
役
所
庁
舎
裏
側
駐
車
場
・

　
竜
岡
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

毎
週
土
曜
日　

13
時
〜
16
時

※
荒
天
で
中
止
す
る
時
は
、
防
災

　

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
会
場

　

毎
月
第
１
火
曜
日

※
自
治
会
で
荒
天
中
止
し
た
時
は
、

　

そ
の
週
の
金
曜
日
に
再
度
収
集

　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
）

レジ袋削減にご協力を！
■レジ袋有料化が7月1日からスタートします。
　プラスチックは、非常に便利な素材です。成
形しやすく、軽くて丈夫で密閉性も高いため、
製品の軽量化や食品ロスの削減など、あらゆる
分野で私たちの生活に貢献しています。一方で、
原料の枯渇、海洋プラスチックごみ、地球温暖
化などの課題もあります。私たちは、プラスチ
ックの過剰な使用を抑制し、賢く利用していく
必要があります。
　このような状況を踏まえ、７月１日より、全
国でプラスチック製買物袋、いわゆるレジ袋の
有料化が行われることとなりました。これは、
普段何気なくもらっているレジ袋を有料化する
ことで、それが本当に必要かを考えてもらい、
私たちのライフスタイルを見直すきっかけとす
ることを目的としています。山梨県ではすでに、
全国に先駆けて事業者・市民団体・行政が協力
してレジ袋の有料化に取り組んでいます。マイ

バックを持って買い物に行くことが習慣になっ
ている方も多いかと思いますが、この機会に自
身のライフスタイルを見つめ直し、できるとこ
ろからプラスチックごみを削減する工夫をして
みましょう。

■レジ袋有料化に関する問い合わせ
　消費者向け　☎ 0570-080180
　事業者向け　☎ 0570-000930

■問い合わせ　市民生活課 生活環境担当
　　　　　　　（内線 131・132）

エコバッ
クを持っ

て
エコバッ

クを持っ
て

街に出よ
う。

街に出よ
う。



142020.7

職員募集・介護支援ボランティア

　令和3年４月採用　韮崎市職員の募集

採用職種 採用者数
採用要件等

採用日 募集受付 試験日 試験種目
採用時年齢 その他の要件等

行政（一般事務）
3名程度 30歳以下 ［住所要件］

行政（一般事務（社会人枠は
除く。））については、採用後
に韮崎市内に居住できる者。

［学歴・資格等要件］
採用職種により、要件が異な
るので、詳細は職員採用試験
案内で確認してください。

［職員採用試験案内］
市ホームページに掲載。
市役所１階受付、保健福祉セ
ンター、市立病院事務局にて
配布。

令和3年　 
4月1日

※ 4 月 1 日
以降に資
格免許取
得見込の
者は、こ
の日以降
になる場
合があり
ます。

7月14日（火）
～ 8月6日（木）

「1次試験」
9月20日
（日）

「2次試験」
10月18日

（日）

「3次試験」
11月中旬

「1次試験」
筆記試験

「2次試験」
集団討論

※社会人枠は、
面接試験

「3次試験」
面接試験

※2 次試験を
実施しない
職種もあり
ます。

社会人枠
1名程度 45歳以下

行政（土木）　 若干名 35歳以下

行政（建築）　 若干名 35歳以下

行政（社会福祉士） 若干名 35歳以下

行政（保育士） 若干名 35歳以下

医療（保健師） 若干名 30歳以下

医療（看護師） 10名程度 無

医療（薬剤師） 若干名 35歳以下

医療（臨床検査技師） 若干名 30歳以下

　令和3年４月採用　峡北消防本部　消防士の募集
採用職員 試験区分 採用者数 採用日 申込受付・試験日 年齢・学歴要件 住所要件

消防吏員

大学卒業
程度

若干名 令和3年
4月1日

※新型コロナウイルス感
染症の影響により調整
中のため未定です。決
定したところで組合ホ
ームページおよび試験
案内でお知らせします
のでご確認ください。

平成7年4月2日以降に生
まれた人で、大学を卒業
した人または令和3年3月
に卒業見込みの人 採用後に、管内［韮崎市、

北杜市、甲斐市（旧双葉
町に限る。）] に住所を有
し居住できる人

高校卒業
程度

平成9年4月2日以降に生
まれた人で、高校を卒業
した人または令和3年3月
に卒業見込みの人

■問い合わせ　峡北広域行政事務組合 総務課 総務担当　☎ 22 ｰ 3311（内線 122・124）　https://www.kyohoku-koiki.jp/

■問い合わせ　秘書人事課 人事行革担当（内線 322・325・326）　https://www.city.nirasaki.lg.jp/

令和3年度令和3年度

韮崎市・峡北消防本部・韮崎市社会福祉協議会韮崎市・峡北消防本部・韮崎市社会福祉協議会

職員募集職員募集‼‼

　令和3年４月採用　韮崎市社会福祉協議会職員の募集
採用職員 採用者数 資格要件等 採用日 募集受付 試験日 試験種目

社会福祉士 1名

詳細については「試験案
内（市社会福祉協議会で
配布または市社協ホーム
ページ）」をご覧ください。

令和3年
4月1日

8月24日（月）
～ 9月23日（水）

「１次試験」10月25日（日）

「２次試験」11月下旬   　

「１次試験」 筆記試験

「２次試験」 面接試験

■問い合わせ　韮崎市社会福祉協議会　☎ 22 ｰ 6944　https://www.shakyo.or.jp/hp/840/

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り

介
護
予
防
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
社
会
参

加
し
、
自
分
自
身
の
介
護
予
防
を
図
る
「
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
等
の
受
入
施
設
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
、
１
時
間
に
つ
き
１
ス
タ
ン

プ
押
印
し
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
換
金

（

最
大
５
千
円
）
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

本
市
内
に
在
住
で
介
護
保
険
１
号
被
保
険
者
（
65

歳
以
上
）
で
あ
り
、
介
護
保
険
料
の
滞
納
の
な
い
方

で
、
養
成
研
修
を
受
講
さ
れ
た
方

■
活
動
場
所

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
施
設
と
し
て
、

市
に
登
録
し
た
施
設

■
活
動
内
容

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
指
導
、
参
加
支
援

②
お
茶
出
し
や
食
堂
内
の
配
膳
、
下
膳
な
ど
の
補
助

③
散
歩
、
外
出
お
よ
び
館
内
移
動
の
補
助

④
模
擬
店
、
会
場
設
営
、
利
用
者
の
移
動
補
助
、
芸

　

能
披
露
な
ど
の
行
事
の
手
伝
い

⑤
話
し
相
手

⑥
施
設
職
員
と
共
に
行
う
軽
微
か
つ
補
助
的
な
活
動

⑦
そ
の
他

※
詳
し
い
活
動
の
内
容
や
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
各

　

受
け
入
れ
施
設
等
の
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
養
成
研
修

　

養
成
研
修
は
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
に

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
２
２ｰ

６
９
４
４

※新型コロナウイルス感染症の影響により、試験日程等を変更する場合があります。各ホームページにて、最新情報をご確認ください。
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固定資産税の軽減・情報公開制度

　

情
報
公
開
制
度
は
、
個
人
の

知
る
権
利
を
尊
重
し
、
市
の
所

有
す
る
情
報
の
公
開
を
請
求
す

る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度

は
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護

を
図
る
と
と
も
に
個
人
情
報
の

開
示
を
請
求
す
る
権
利
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
で
は
、
開
か

れ
た
市
政
運
営
を
進
め
て
お
り
、

市
の
政
策
形
成
に
関
す
る
審
議

の
過
程
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
審
議

会
等
の
会
議
に
つ
い
て
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
市

民
参
加
の
行
政
運
営
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
元
年
度
の
実
施
状
況
は

下
記
の
図
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
担
当

（
内
線
３
３
５
）

請求区分
 実施機関

（開示の決定を
　　　行う機関）

請求
件数

開示・非開示の内訳

全部開示 部分開示 非開示 文　書
不存在 取下げ

情報公開
（公文書等）

市　　　長 9 3 5 1 0 0
教育委員会 2 0 2 0 0 0
議　　　会 6 1 5 0 1 0

合　計 17 4 12 1 1 0

個人情報
保　　護

市　　　長 4 1 2 0 1 0
教育委員会 1 0 1 0 0 0

合　計 5 1 3 0 1 0

公開を行っている
審議会等のうち、
開催された会議の
件数

傍聴人数
公開件数 非公開件数

76件 54件 22件 38人

令
和
元
年
度
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

令
和
元
年
度
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

お
よ
び
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
状
況

お
よ
び
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
状
況

（注）情報公開のうち、市長については、１件の請求に対して複数の決定があることから、請求件数と内訳は
　　　一致しないことがあります。

【図１】情報公開、個人情報保護制度運用状況

【図２】審議会等の会議公開運用状況

　
身
近
で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て

　

住
宅
の
耐
震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
省
エ
ネ
改
修
を
し
た
場
合
、

規
定
の
要
件
を
満
た
す
と
建
物
に

か
か
る
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な

り
ま
す
。（
※
申
請
は
原
則
工
事

終
了
後
３
か
月
以
内
）

耐
震
改
修

　

工
事
完
了
の
翌
年
度
の
み
、
床

面
積
１
２
０
㎡
分
を
限
度
に
固
定

資
産
税
の
１
／
２
を
軽
減
。

■
対
象
住
宅　

昭
和
57
年
１
月
１

　

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

■
対
象
工
事　

建
築
基
準
法
の
耐

　

震
基
準
に
適
合
す
る
工
事
費
用

50
万
円
を
超
え
る
改
修
工
事

■
申
請
書
類　

地
方
公
共
団
体
や

　

建
築
士
が
発
行
し
た
証
明
書
と

　

改
修
費
用
が
確
認
で
き
る
書
類

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　

工
事
完
了
の
翌
年
度
の
み
、
床

面
積
１
０
０
㎡
分
を
限
度
に
固
定

資
産
税
の
１
／
３
を
減
額
。

■
対
象
住
宅

65
歳
以
上
か
障
が

　

い
の
あ
る
人
、
介
護
保
険
の
要

　

介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

　

を
受
け
て
い
る
人
が
住
ん
で
い

　

る
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以

　

上
経
過
し
た
住
宅

■
対
象
工
事　

自
己
負
担
額
50
万

　

円
を
超
え
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

　

修
工
事
（
補
助
金
を
受
け
て
い

　

る
場
合
は
差
し
引
い
て
自
己
負

　

担
額
が
50
万
円
を
超
え
て
い
る

　

こ
と
）

■
申
請
書
類　

工
事
前
後
の
写
真
、

　

工
事
明
細
や
費
用
の
確
認
で
き

　

る
も
の

　
省
エ
ネ
改
修

　

工
事
完
了
の
翌
年
度
の
み
、
床

面
積
１
２
０
㎡
分
を
限
度
に
固
定

資
産
税
の
１
／
３
を
減
額
。

■
対
象
住
宅　

平
成
20
年
１
月
１

　

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

■
対
象
工
事　

工
事
費
用
50
万
円

　

を
超
え
る
窓
の
改
修
（
必
須
）

　

や
断
熱
改
修
な
ど
省
エ
ネ
基
準

　

適
合
の
熱
損
失
防
止
改
修
工
事

■
申
請
書
類　

工
事
前
後
の
写
真
、

　

工
事
明
細
や
費
用
の
確
認
で
き

　

る
も
の
（
建
築
士
、
ま
た
は
登

　

録
住
宅
性
能
評
価
機
関
に
よ
る

　

証
明
書
を
添
付
）

※
い
ず
れ
の
改
修
も
併
用
住
宅
に

　

つ
い
て
は
、
住
宅
部
分
が
１
／

　

２
以
上
あ
る
住
宅
が
対
象
で
す
。

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
お
よ
び
省

　

エ
ネ
改
修
に
つ
い
て
は
、
耐
震

　

改
修
工
事
に
よ
る
減
額
を
受
け

　

た
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
収
納
課
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
〜
１
５
８
）

住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
を
軽
減
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七
夕
飾
り

　

ニ
コ
リ
の
館
内
に
七
夕
飾
り
が

登
場
し
ま
す
！
七
夕
の
雰
囲
気
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
展
示
期
間　

～
７
月
７
日（
火
）

■
場
所　

ニ
コ
リ
館
内

「
夏
到
来
！
お
い
し
い
書
籍

　
　
　

は
じ
め
ま
し
た
★
」
展
示

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
！
お
い
し
い

料
理
で
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
、
暑
い

夏
を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。
レ
シ

ピ
本
や
料
理
エ
ッ
セ
イ
、
食
べ
物

の
絵
本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

　

７
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

■
日
時　

７
月
25
日（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
う
た
時
計
」    

新
美 

南
吉 

作

　

朗
読　

清
水 　

薫 

氏

「
山
椒
大
夫
」    

森　

 

鷗
外 

作

朗
読　

小
澤 

か
な
め 

氏

　
「
妻
が
椎
茸
だ
っ
た
こ
ろ
」   　

 

中
島 

京
子 

作

朗
読　

清
水 

ひ
ろ
美 

氏

工
作
遊
び

「
フ
ェ
ル
ト
で
ス
イ
ー
ツ
作
り
」

（
無
料
）

　

夏
休
み
の
工
作
課
題
に
、
図
書

館
の
イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
フ
ェ
ル
ト
の
生
地
を
切

り
貼
り
し
て
、
モ
ザ
イ
ク
の
絵
を

作
り
ま
す
。
親
子
で
夏
休
み
の
思

い
出
作
り
に
ど
う
ぞ
！
見
本
を
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

　
　
　
　

８
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

※
ど
ち
ら
か
ご
希
望
の
日
を
お
選

　

び
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
対
象　

小
学
生
以
下

※
布
切
り
ば
さ
み
使
用
、
細
か
い

　

作
業
の
た
め
保
護
者
同
伴

■
定
員　

各
15
名
程
度

　
　
　
　
（
保
護
者
除
く
）

■
持
ち
物　

布
切
り
ば
さ
み

■
申
込
方
法

　

７
月
４
日（
土
）か
ら
図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
で
受
付
。
先
着
順
で
す
。

※
電
話
で
の
受
付
不
可

ら
く
ご
で

　

こ
わ
い
お
は
な
し
会
（
無
料
）

　

真
っ
暗
な
部
屋
の
中
の
巨
大
落

語
影
絵
「
骨
つ
り
（
こ
つ
つ
り
）」、

落
語
人
形
劇「
ば
け
も
の
づ
か
い
」

な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
。
こ
わ
く
て

笑
え
る
夏
の
思
い
出
を
み
ん
な
で

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

８
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
対
象　

幼
・
年
中
～
小
学
生　

　
　
　
　
（
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

20
名
程
度

　
　
　
　
（
保
護
者
含
む
）

■
申
込
方
法

　

７
月
４
日（
土
）か
ら
、
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
に
て
受

付
開
始
。

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

　
「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」（
無
料
）

　

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る

気
軽
な
会
で
す
。
家
に
こ
も
り
が

ち
な
方
や
、
お
友
達
を
作
り
た
い

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
９
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
Ａ

　
　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

■
申
込
み　

不
要

和
楽
器
体
験
講
座

　
「
津
軽
三
味
線
」（
全
10
回
）

　

初
め
て
の
方
に
も
、
プ
ロ
が
わ

か
り
や
す
く
お
教
え
し
ま
す
。
三

味
線
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、

貸
し
出
し
を
し
ま
す
。
津
軽
三
味

線
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時

　

８
月
２
日（
日
）・
22
日（
土
）・

　

29
日（
土
）、 

９
月
12
日（
土
）・

　

26
日（
土
）、 

10
月
10
日（
土
）・

　

24
日（
土
）、 

11
月
７
日（
土
）・

　

14
日（
土
）・
21
日（
土
）

　

14
時
～
16
時

■
場
所　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮

　

崎
文
化
ホ
ー
ル
ま
た
は
ニ
コ
リ

　

１
階
音
楽
室
１
（
予
定
）

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー  

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ  

イ
ベ
ン
ト

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

お
は
な
し
会
と
折
り
紙
遊
び

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
、

折
り
紙
作
り
な
ど

■
日
時　

７
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
対
象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

■
申
込
み　

不
要

だ
っ
こ
の
会

　

わ
ら
べ
歌
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

■
日
時　

７
月
23
日（
木
・
祝
）　

　
　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

■
対
象　

乳
幼
児

■
申
込
み　

不
要

課
題
図
書
等
の
貸
出
に
つ
い
て

　

夏
休
み
期
間
中
「
青
少
年
読
書

感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図

書
」「
山
梨
県
す
い
せ
ん
図
書
」

「
山
梨
県
夏
休
み
の
友
紹
介
図
書
」

は
、
貸
出
希
望
者
が
集
中
す
る
た

め
、
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
期
間　

７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

～
８
月
30
日（
日
）

■
貸
出
数
・
期
間

　

１
人
い
ず
れ
か
１
冊
・
１
週
間

ま
で
（
予
約
可
能
・
延
長
不
可
）

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

７
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５
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■
定
員　

10
名

　
　
　
　
（
高
校
生
以
上
）

■
受
講
料　

無
料

■
持
ち
物　

三
味
線
、
バ
チ
、
指

　

か
け
、
譜
面
台
、
チ
ュ
ー
ナ
ー

■
貸
出　

三
味
線
・
バ
チ
・
指
か
け

（
貸
出
料
９
，５
０
０
円
）

※
講
座
期
間
中
に
自
宅
に
持
ち
帰

　

り
練
習
が
で
き
ま
す
。

■
講
師　

　

相
川
宝
楽
津
軽
三
味
線
教
室　

           

　

主
宰　

相
川 

宝
楽 

氏

■
申
込
み　

７
月
１
日（
水
）か
ら

　
　助

産
師
さ
ん
と
ベ
ビ
マ
の
会

（
要
予
約
）

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
マ
マ

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
最
高
の
贈
り

物
。
助
産
師
さ
ん
と
一
緒
に
ベ
ビ

マ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
９
日（
木
）　　
　

　
　
　
　

13
時
～
14
時　

■
対
象　

妊
婦
さ
ん
、
０
～
８
か

　
　
　
　

月
の
親
子
５
組

■
参
加
費　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ   

　
　
　
　
　

オ
イ
ル
代
２
０
０
円

　
　
　
　
　
（
妊
婦
さ
ん
は
無
料
）

■
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

■
講
師　

加
茂 

友
香 

さ
ん 

（
助
産
師
）

に
ら
★
ち
び

　

う
じ
ゅ
う
の
森
く
ら
ぶ

（
要
予
約
・
参
加
費
無
料
・
雨
天
中
止
）

　

家
の
周
り
・
公
園
だ
け
で
は
味

わ
え
な
い
、
た
く
さ
ん
の
自
然
に

囲
ま
れ
た
韮
崎
の
う
じ
ゅ
う
の
森

で
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
遊
び
ま

し
ょ
う
！
７
月
は
、「
ど
ろ
ん
こ

で
遊
ぼ
う
」
で
す
。

■
日
時　

７
月
14
日（
火
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

う
じ
ゅ
う
の
森

■
集
合　

10
時
15
分

　
　
　
　

韮
崎
中
央
公
園　

陸
上

　
　
　
　

競
技
場
東
側
駐
車
場

■
対
象　

未
就
園
児
の
親
子
８
組

■
持
ち
物　

水
分
、
タ
オ
ル
、
帽

　

子
、
着
替
え
一
式
、
長
靴
な
ど

　

汚
れ
て
も
よ
い
靴
、
必
要
な
方

　

は
虫
除
け
、
日
焼
け
止
め
な
ど
。

　

親
子
と
も
に
動
き
や
す
い
服
装

　

で
。

に
ら
歩
歩
く
ら
ぶ

「
韮
崎
中
央
公
園
＆

　

 

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
に

行
っ
て
み
よ
う
」

（
要
予
約
・
参
加
費
無
料
・
雨
天
中
止
）

　

韮
崎
中
央
公
園
で
み
ん
な
で
遊

ん
だ
後
は
、
す
ぐ
近
く
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
パ
ー
ク
サ
イ
ド
パ
ー

ラ
ー
Ｉ
Ｒ
Ｕ
」
へ
行
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
16
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

●国民健康保険より

　6月に韮崎市国民健康保険で支払った額 （保険者負担額） は、
149,093,790円 （前年同月比5.69％増） で、１人あたりの保険者
負担額は、22,535円 （前年同月比8.89%増） でした。引き続き健
康に気をつけ医療費の節約にご協力ください。

●市の人口　６月１日現在　　     　 　　　 （前月比）

　　男　　14,478 人（うち外国人 239 人）	 23 人減
　　女　　14,563 人（うち外国人 272 人）	 9 人減
　　計　　29,041 人（うち外国人 511 人）	 32 人減
　世帯数　12,657 世帯		  8 世帯減

■
集
合　

10
時
20
分　

　
　
　
　

韮
崎
中
央
公
園

　
　
　
　

陸
上
競
技
場
前
駐
車
場

■
対
象　

未
就
園
児
の
親
子
８
組

■
持
ち
物　

い
つ
も
の
お
出
か
け

　

グ
ッ
ズ
、
飲
み
物
、
着
替
え
、

　

帽
子
、
飲
食
代

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

電
話
（「
広
報
を
見
た
」
と
お

　

伝
え
く
だ
さ
い
）
で
お
申
込
み

　

く
だ
さ
い
。

に
ら
★
ち
び　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

に
ら
★
ち
び
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
情
報

が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

ち
び
っ
こ
は
う
すイ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　

簡
単
で
楽
し
い
手
遊
び
の
紹
介

と
、
子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
・

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

フードパントリーフードパントリーをを実施実施!!!!
　韮崎子ども食堂を運営しているボランティア
団体「にららん食堂」により、フードパントリ
ーが行われました。
　韮崎市民を中心に、新型コロナウイルスの影
響で収入が減ってしまった家庭やひとり親家庭
を支援するために、地元農家や県内企業の方た
ちから寄付をいただいた米や野菜、シリアル、
牛乳などを提供しました。
■問い合わせ　にららん食堂 （代表 内藤 慶子）
　　　　　　　☎ 090ｰ3068ｰ8479
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■
定
員　

20
名

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
申
込
み　

７
月
１
日
～
11
日

②
桃
ジ
ャ
ム
作
り
教
室

　

桃
の
果
実
か
ら
ジ
ャ
ム
を
作
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
19
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

20
名

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
み　

７
月
１
日
～
18
日

③
講
座
：
森
に
す
む
昆
虫
達

　

森
林
に
生
息
す
る
昆
虫
の
種
類

や
生
態
な
ど
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
座
学
の
後
は
、
公
園
内
を
散

策
し
な
が
ら
昆
虫
観
察
を
行
い
ま

す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

30
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み　

７
月
１
日
～
25
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

穂
坂
自
然
公
園

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
７ｰ

４
３
６
２

穴
山
町
た
な
ば
た
祭
り

～
権
藤
は
な
よ
を
偲
ん
で
～

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ベ

金
で
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、「
農
業

者
の
確
保
」
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
、
年

間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
で
す
。
終
身

年
金
で
万
一
、
80
歳
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
の
年

金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　

ま
た
、
支
払
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
、
節

税
に
も
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市 

農
業
委
員
会

 

（
内
線
２
２
６
）

55
歳
以
上
の
方
必
見
！

シ
ニ
ア
世
代
の
無
料
就
労
相
談

（
要
予
約
）

　

就
労
相
談
員
が
希
望
に
沿
っ
た

支
援
を
行
い
ま
す
。
自
分
に
合
っ

た
働
き
方
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日

　
　
　
　
　

～
１
月
３
日
を
除
く

　
　
　
　

９
時
30
分
～
18
時

■
場
所　

Ｊ
Ａ
会
館
５
階

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
の
お
知
ら
せ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
韮
崎
中
央
公
園

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
６
月
よ
り
日
曜
、
祝

日
に
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

乗
車
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課 

都
市
計
画
担
当

（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
農
地
の
無
断
転
用
に
つ
い
て

　

農
地
を
住
宅
、
駐
車
場
な
ど
の

農
地
以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
際

は
許
可
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を

せ
ず
に
転
用
す
る
と
、
農
地
法
違

反
に
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状

回
復
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
転
用
を

お
考
え
の
方
は
、
ま
ず
は
お
近
く

の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

●
農
地
銀
行
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
す
る

方
は
、
農
地
銀
行
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
農
業
委
員
会
の
手
続
き
を

経
ず
に
行
っ
た
契
約
は
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
者
年
金
制
度
は
農
業
者
の

た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ
た
政
策
年

　

お
知
ら
せ

　
　
　
　

山
梨
県
求
職
者

　
　
　
　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内

■
問
い
合
わ
せ　

　

や
ま
な
し
シ
ニ
ア
世
代

　
　
　
　
　
　

就
労
推
進
協
議
会

☎
０
５
５ｰ

２
２
３ｰ

１
７
７
７

里
親
相
談
会
～
す
べ
て
の
子
ど
も

里
親
相
談
会
～
す
べ
て
の
子
ど
も

に
家
庭
の
暮
ら
し
を
～

に
家
庭
の
暮
ら
し
を
～

　

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

　

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
方
、
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
い

い
方
、
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
い

う
願
い
や
、
里
親
へ
の
疑
問
を
お

う
願
い
や
、
里
親
へ
の
疑
問
を
お

持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

※
都
合
の
良
い
時
間
を
予
約
で
き

※
都
合
の
良
い
時
間
を
予
約
で
き

　

ま
す
。

　

ま
す
。

■
日
時

■
日
時　

７
月

　

７
月
1111
日（
土
）

日（
土
）

　
　
　
　

　
　
　
　

1313
時
～
時
～
1717
時時

■
場
所

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階

　

ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　

会
議
室
１

　
　
　
　

会
議
室
１

■
問
い
合
わ
せ

■
問
い
合
わ
せ

　　

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人

　
　

子
育
ち
・
発
達
の
里

　
　

子
育
ち
・
発
達
の
里

　
　
　
　
　
　

乳
児
院
ひ
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　

乳
児
院
ひ
ま
わ
り

☎
０
５
５ｰ

２
８
７ｰ

８
０
８
７

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
ご
ま
豆
腐
作
り
教
室

　

白
ご
ま
と
黒
ご
ま
を
使
っ
て
、

２
種
類
の
ご
ま
豆
腐
を
作
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

相　

談

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　

イ
ベ
ン
ト

ン
ト
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
や
、
地
域
の
方
の
七

夕
飾
り
を
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
詩

碑
の
周
辺
に
飾
り
ま
す
。
願
い
事

を
書
き
こ
む
短
冊
も
あ
り
ま
す
の

で
、
自
由
に
鑑
賞
し
て
、
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

　

７
月
４
日（
土
）～
８
日（
水
）

■
場
所　

穴
山
さ
く
ら
公
園

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
穴
山
駅
南
隣
）

■
問
い
合
わ
せ

　

穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

☎
０
９
０ｰ

５
５
６
０ｰ

３
８
１
２

（
河
西
）

富
士
山
五
合
目
植
物
観
察
会

中
止
の
お
知
ら
せ

　

７
月
16
日（
木
） 

と
７
月
18
日

（
土
） 

に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

「
富
士
山
五
合
目
植
物
観
察
会
」

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　

環
境
教
育
・
交
流
部

　

教
育
・
情
報
担
当

☎
０
５
５
５ｰ

７
２ｰ

６
２
０
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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★「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
意
識
し
て
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。(

詳
し
く
は
Ｐ
４
）

【
材
料
（
１
人
分
）】

●
に
ん
じ
ん
…
…
…
…
…
…
25
㌘

●
も
や
し
…
…
…
…
…
…
…
50
㌘

●
酢
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

●
し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
小
さ
じ
１

●
砂
糖
…
…
…
…
小
さ
じ
２
／
３

●
ご
ま
油
…
…
…
小
さ
じ
１
／
２

【
作
り
方
】

①
に
ん
じ
ん
は
せ
ん
切
り
に

し
、
も
や
し
と
一
緒
に
ゆ

で
、
水
気
を
よ
く
切
る
。

②
調
味
料
（
酢
・
し
ょ
う
ゆ
・

砂
糖
・
ご
ま
油
）
を
混
ぜ

合
わ
せ
、
に
ん
じ
ん
・
も

や
し
を
加
え
和
え
る
。

【
栄
養
量
（
１
人
分
）】

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

44
㌔
㌍

　

食
塩
相
当
量　

０
．６
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課健

康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

知っ得！食育ひろば ー 食改推の簡単レシピ！ ー

ポイント！
・ビニール袋を使うと、少ない調味料でも、味をまんべんなく付ける
　ことができます。
・お好みで、すりおろしニンニクを入れても、風味がよくなります。

「にんじんともやしのナムル」
～毎月19日は「食育の日」～

交通死亡事故抑止700日達成で感謝状贈呈

オリジナルニーラのコップをいただきました

　4 月 27 日（月）に山梨県警察本部長感謝状が韮崎警察署の志
田浩署長より贈呈されました。平成 30 年 5 月 24 日以降、市内
では交通死亡事故が発生しておらず、本年 4 月 23 日に死亡事故
ゼロの連続記録が 700 日を達成した功績による感謝状です。国
道 20 号など大きな道路が通っている市にとって、この記録はす
ばらしいことだそうです。引き続き、交通安全に努め、記録を
更新していきましょう。

　6 月 4 日（木）､ 韮崎市歯科医師会様から市内の小学校１年生へ、
韮崎市歯科医師会オリジナルのニーラのコップを寄贈していた
だきました。守屋直木会長からは「一番最初に生えてくる永久
歯は 6 歳頃に生えてくるので “6 歳臼歯” とも言われる。生えて
きて 2、3 年が虫歯になりやすいが、小学校低学年ではまだしっ
かり磨くことは難しいと思う。歯ブラシを持ったニーラのコッ
プを使いながら、虫歯予防に努めてほしい。」とごあいさついた
だきました。

ご入学、おめでとうございます！！

　5 月 24 日（日）、市内 5 つの小学校と 2 つの中学校で、心待
ちにしていた入学式がとりおこなわれました。韮崎小学校では、
40 名の新入生が大きな花を胸に着け、初めて入る広い体育館の
中で緊張しながらも、先生に名前を呼ばれると、「はい」と手を
あげて元気に返事をしていました。これから始まる楽しい学校
生活に、期待を膨らませていることでしょう。市内小中学校の
新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
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